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Ⅰ．はじめに 

 我が国では少子社会や核家族化、地域のつな

がりの薄れ等による限られた人間関係のなかで

子育てが難しくなり、母親の子育て不安や負担

感が大きくなっている（厚生労働省，2006）。そ

こで厚生労働省は 2015 年に、2025 年までの 10

年間計画として、基盤課題のひとつに「子ども

の健やかな成長を見守り育む地域づくり」を盛

り込んだ「健やか親子 21（第 2 次）」を開始し

た。また、2010 年には「妊娠・出産、子育ての

希望が実現できる社会へ」というスローガンを

掲げ、社会が子育てを応援していくという考え

の基、「子ども・子育てビジョン」が策定された。 

これまでの先行研究では、「育児ストレス」「育

児不安」「育児負担感」など、育児のネガティブ

な感情の軽減や緩和を目的としたものが多く、

そのなかでも育児とソーシャルサポート（以下、

SS とする）との関係については、多くの検討が

行われており、養育者のストレス緩和の効果が

あることが認められている（渡辺・石井，2009 ; 

野澤・大内・萩原，2019）。SS とは、「家族、友

人、隣人、同僚や専門家など、社会的関係の中

でやりとりされる支援」と示され、House, JS 

（House, 1981）は「道具的サポート（例：形の

ある物やサービスの提供）」「情報的サポート

（例：問題の解決に必要なアドバイスや情報の

提供）」「情緒的サポート（例：共感や愛情の提

供）」「評価的サポート（例：肯定的な評価の提

供）」の 4 つの機能的サポートに分け、少なくと

もひとつ以上を含む人間の相互交渉と定義した。 

子育て支援に関する近年の先行研究（中谷， 

2008 ; 山野，2009）では、養育者への居場所の

提供や相談援助は行われているが、SS 機能が弱

いことや展開されている子育て支援事業には、

支援者と利用者との間に捉え方のずれがあるこ

とが明らかになっている。また、養育者が子育

てにおける自身のニーズを認識し、支援を必要

であると感じるタイミングでの支援でなければ、
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支援につながらないだけでなく、養育者と支援

提供者の信頼関係を悪化させる可能性がある

（木曽， 2016）ことが指摘されている。そこで

本研究では、現代の子育て世代の子育て支援ニ

ーズにずれのない SS を提供するために、子育

て世代の子育て支援に対する満足感と SS に対

する子育て支援ニーズを把握すること、そのニ

ーズを House, JS の提唱する SS の 4 つのタイ

プに分類し、より具体的に現状を分析すること

の 2 点を目的とする。ニーズアセスメントの方

法としては、対象者のニーズを量的に把握する

方法があるが、新たな方向性を見出す、住民の

声を計画に反映する目的の場合には、対象者の

ニーズを質的に把握する方法が適している（安

梅，2001 ; 瀬畠・杉澤，2002 ; 木下・中村・近

本，2002 ）ため本研究は質的に把握する。 

 

Ⅱ．方法 

１．調査期間 

令和 2 年 7 月 27 日（月）から令和 2 年 7 月

30 日（木）まで 

２．対象者 

対象は、大都市近郊農村 A 自治体住民の子育

て世代の 5 グループ 21 名（女性 21 名）、年齢

20 歳代～40 歳代（平均 36 歳、SD4.7）であっ

た。グループの詳細は下記の通りである。 

(1)子育て世代養育者 4 名（未就園児グループ） 

(2)子育て世代養育者 5 名（就園児グループ A） 

(3)子育て世代養育者 5 名（就園児グループ B） 

(4)療育支援教室利用養育者 4 名（療育年少児    

グループ） 

(5)療育支援教室利用養育者 3 名（療育年中児    

グループ） 

３．リクルート 

各グループの対象者は、年齢、性別、職業な

ど、多様な背景から当該テーマに関するニーズ

把握が可能になるよう、地域に精通している自

治体の担当者に抽出を依頼した。なお、対象者

には事前に自治体の担当者から、(1) グループ

インタビューの目的、(2) 方法、(3) 日時、(4) 場

所、(5) 名前が外部に出ることはないこと、(6) 

問い合わせ先などを説明し、参加協力の承諾を

書面で得た。 

４．調査方法 

調査年度は、COVID-19 による感染拡大防止

のため、遠隔通信技術を使用したグループイン

タビューを実施し、対象者間を 2 メートル以上

離れた位置に設定して常時喚起を行った。調査

対象者側の PC 機器等の操作は、自治体の担当

者に依頼した。調査場所は、静かな個室とし、

参加者の承諾を得て IC レコーダーと遠隔通信

機器の録画機能を利用し記録した。また、情報

を漏れなく整理するため、観察者は PC 画面に

映らないところで、グループインタビューの様

子を観察し、記録した。所要時間は 1 時間とし、

参加者の話しやすい雰囲気づくりのためお茶を

用意するなどの工夫をした（安梅，2001）。調査

内容は主に、「現在の子育て支援について満足し

ていることについて」、「災害や COVID-19 のよ

うな未曾有の出来事に対して心配なことと必要

な支援について」、「これからの子育てに必要な

支援について」であった。 

５．参加者の性質とデータの信頼性、妥当性 

本研究では、地域施策策定へのニーズ把握の

手法として広く取り入れられているグループイ

ンタビュー法を用いた。この手法の信頼性、妥

当性を高めるためには、対象メンバーの選定法、

インタビュー項目の設定法、妥当性のかく乱要

因の除去、インタビュアーのトレーニング、記

録の工夫が必要とされている（安梅，2001 ; 瀬

畠・杉澤，2002 ; 清水，2001 ）。そこで、以下

4 点を厳密に実施し、データの妥当性を高める

よう配慮した。 

（1）対象者の選定は、特定の年齢、性別、職業

などに偏りが生じないよう、地域に精通して

いる自治体の担当者に依頼し、バランスよく

各テーマに関心がある住民の代表者を集め、

可能な限り多様な意見を収集するよう抽出し
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た。 

（2）インタビュー項目は、住民が身近に経験す

る中から真のニーズを表現しやすいよう具体

的な内容とし、半構成的に設定することで、参

加者がインタビュー中に自由に意見を述べ、

討論することが容易なように配慮した。 

（3）グループインタビュー進行に関しては、経

験を積んだインタビュアーが実施した。イン

タビュアーは、できるだけ参加者の自由な発

言を促し、効果的なグループダイナミクスに

より、顕在的および潜在的なニーズを把握で

きるよう配慮した。 

（4）分析は、逐語記録と観察記録から重要アイ

テム、重要カテゴリーの妥当性につき、複数の

専門職間で議論を重ねて抽出した。また、グル

ープインタビューに精通した専門家のスーパ

ーバイズを受けた。 

６．分析方法 

IC レコーダーに録音された記録から正確な

逐語録を作成した。観察記録による参加者の反

応を加味し、複数の分析者で確認しながらテー

マに照合して重要な言葉（重要アイテム）を抽

出した。重要アイテムの類型化、および抽出し

たサブカテゴリー、重要カテゴリーについては、

グループインタビューに精通した専門家のスー

パーバイズを受け、重要アイテムの意味するこ

とと、類型化およびカテゴリーの抽出にずれが

ないことを確認した。 

７．倫理的配慮 

本研究は、筑波大学医の倫理委員会の承認

（1331）を得てから実施した。対象者には事前

に、インタビューの目的、方法、名前などの情

報が外部に出ないこと、インタビューに参加し

たことでいかなる不利益も受けないことを口頭

で説明し、インタビューと遠隔通信機器の録画

による記録は、記録を残す理由を説明し、参加

者の承諾を得た上で実施した。インタビュー中

は番号札を参加者の名前の代わりにすることで

名前が表に出ないことを保証した。なお、録音

および録画記録は鍵付きのケースに保管した。 

 

Ⅲ．結果 

分析の結果、現在の子育て支援について満足

していることとして、［対応力がある］［交流が

ある］［安心安全対策がある］、子育て支援ニー

ズとして、［対応力の強化］［交流の強化］［安心

安全対策の強化］が得られ、各 SS のタイプを

定めた（表 1）。以下、重要カテゴリーは［ ］、

サブカテゴリーは《 》、重要アイテムは〈 〉、

逐語データは「」の記号を用いて記述する。 

１．子育て支援に満足していること 

（1）対応力がある 

 対象者からは、A 自治体の子育て支援に満足

していることとして、「支援センターは、結構親

子で人が来て、みんなワシャワシャ楽しそうに

やっている」等の〈子どもと養育者が触れ合い、

楽しむことができるイベントの開催〉、「子育て

で悩んでいることも相談できる」等の〈子育て

の悩みを気軽に相談できる場がある〉、「教室を

使って子どもが友だちと接することができた」

等の〈子どものコミュニケーション能力の向上

を目指す支援〉、「先生が熱心でありがたい」等

の〈教室の先生の子どもの成長発達に関する熱

心な態度〉といった《ニーズに応える子育て支

援》、「子どもをみてくれる人がいるので、こっ

ちも気分転換になってお母さんたちとお話もで

きるので環境的にはすごくいい」等の〈子ども

のことを気にせずに気分転換ができる〉という

《子どもが支援を受けることによる養育者の副

次的効果》、「支援教室をやってくれるだけ、あ

りがたいかな。子どもはちょっとでも遊べるだ

けでもうれしいですよね」等の〈施設の開場〉

という《コロナ禍に対応した子ども支援》の満

足感があった。 

（2）交流がある 

日々の生活の中では、「感染予防の観点から夏

祭りが、例年とは違う形ではあったけれども開

催されて良かった」等の〈感染対策を万全にし 
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た行事の開催〉という《住民交流の促進》と「自

治体の広報活動も頑張っている」等の〈分かり

やすい広報活動〉、「体育祭などのイベントで、

じいちゃん、ばあちゃんとか、知らなかった若

い世代も出てくる」等の〈多世代が参加する行

事の開催〉、「保健師さんに相談したら、いっし

ょに考えてくれる」等の〈子育てについて相談

しやすい〉という《交流のしやすさ》の満足感 

があった。 

（3）安心安全対策がある 

本調査は COVID-19 による緊急事態時の調

査でもあり、「おもちゃの消毒をやってくれてい

ますし、危ない物も一切ない」等の〈施設内消

毒の徹底〉という《感染予防対策の徹底》、「支

援員さんは必ず 2 人は子どもの様子を見てくれ

て一緒に遊んでくれる」等の〈利用者数に応じ

た十分な職員配置〉、「（職員が）危険な行動もや

んわりと止めてくれる」等の〈子どもの危険行

動を予測した予防行動〉という《子どもへの安

全対策》、「父母会の登録制のネットワークがあ

る」等の〈登録制連絡網の整備〉という《災害

時対策の整備》の満足感があった。 

（4）SS のタイプ 

全グループ“道具的サポート”が大半を占め

た。その他、未就学児グループの《交流のしや

すさ》は“情報的サポート”、療育年少児、年中

児グループの一部は“情緒的サポート”、全グル

ープ《子どもが支援を受けることによる養育者

の副次的効果》は“評価的サポート”であった。 

２．子育て支援ニーズ 

（1）対応力の強化 

充実した子育てのための更なる支援として、

「同年代の子がどれぐらいいるのかとかも、あ

まりわからないのでそういうのを知りたい。今、

何人くらい同級生がいるんだろうというのが全

然わからない状態なので」等の〈同世代の子ど

もと家族が交流できる場の確保〉、「支援教室だ

けでなく、家でできることを教えてもらえると

実践してみて、できたかどうかの達成感を親も

分かって子どもの成長も分かりやすい。家に持

ち帰る宿題があるといい」等の〈自宅でも教室

と同じ支援が継続して行える支援方法の共有〉、

「小学校にあがったら、どうなるんだろうとい

うのはあります。保育園を終わったら気にかけ

てもらえないのかな」等の〈就学後の継続支援〉

という《子どもの成長発達を目指す子育てニー

ズ》、「若い世代を増やすことが優先だと思う。

次世代を担っていく人たちを、もっとたくさん

住める環境づくりをすることがまず大事」等の

〈子育てしやすい環境づくりの促進〉という《子

育て環境の充実》、「小さい子ども向けと園児ま

でのアスレチックとか年齢にあった遊具が使え

る場所があったらケガをする心配がない」等の

〈各年齢に合わせた遊具の設置〉という《遊び

場の有効的拡充》の要望があった。 

（2）交流の強化 

交流では、「４月から住み始めて、いろんな子

と知り合いになりたいなと思っているけど、決

まったメンバーしか集まらない。公園など公共

機関で見かける子どもの数が少ない」等の〈子

どもが集まるイベントの企画〉「交流をしたいお

母さんは参加するけれども、孤独にしているお

母さんが多いのかな」等の〈子どもと同世代家

族との交流企画〉という《住民交流の機会》の

要望があった。 

（3）安心安全対策の強化 

子どもを安心して安全に育むために、「避難所

は階段しかないので、赤ちゃんや足腰の弱いお

年寄りをおぶって階段を 2 階、３階まで上がる

のは大丈夫かなっていうのはあります」等の〈誰

もが利用しやすい避難所の整備〉、「子どもだと

夜泣きがあるので、お年寄りとか、赤ちゃんの

いない家庭と一緒だと気にされる方もあると思

うので心配」等の〈避難所生活での周囲の理解〉、

「裏が川なので豪雨の時は裏を見ていたんです

が、どうなったら決壊するのかわからない」等

の〈災害時危険予測についての情報共有〉とい

う《災害時を想定した防災対策の強化》、「狭い
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道でもビュンビュン飛ばす車が結構あって車の

事故がちょっと怖い。街灯やガードレールを取

り付けてほしい。連れ去られたり、事故にあっ

たりということも心配」等の〈事故や犯罪防止

のための道路整備〉という《事故犯罪防災対策》、

「今の時代、安否確認のためにタブレットだっ

たら、このボタンを押せばいいみたいな、アプ

リみたいなものが欲しい」等の〈ICT 機器を活

用した情報共有〉という《緊急時 ICT 機器を活

用した情報共有》の要望があった。 

（4）SS のタイプ 

全グループ“道具的サポート”が大半を占め

た。その他、療育年少児グループの《子どもの

成長発達を目指す子育てニーズ》の一部と就園

児クループ A と療育年少児グループの《災害時

を想定した防災対策の強化》の一部、全グルー

プの《緊急時 ICT 機器を活用した情報共有》は

“情報的サポート”であった。また、療育年中

児グループの《子どもの成長発達を目指す子育

てニーズ》の一部は“情緒的サポート”であり、

“評価的サポート”はなかった。 

 

Ⅳ．考察 

１．子育て支援ニーズ 

L. Maguire（Maguire，1994）は SS を家族、

友人、職場や学校における同僚、隣人を含めた

インフォーマルなシステムと、ソーシャルワー

カー、医師、弁護士、牧師、その他の専門家を

含めたフォーマルなシステムから構成されると

した。今回の調査での養育者の子育て支援ニー

ズは全てフォーマルな相手に向けられていた。 

（1）対応力の強化 

このカテゴリーでは、療育支援教室を利用し

ている養育者のみから、“情報的サポート”や“情

緒的サポート”を求める声があったことが特徴

的である。吉永の調査（吉永，2007）では、子

育て支援ニーズの“情報的サポート”への期待

は保育園や幼児教室を利用している育児中の母

親に多く、“情緒的サポート”はインフォーマル

源への期待が多いことが報告されている。本研

究結果では、療育支援教室を利用している養育

者は、利用していない養育者に比べ、療育支援

教室を利用することによる子どもの成長発達を

期待しつつ、“情緒的サポート”を必要としてい

ることから、教室職員をインフォーマルな関係

である、“気を許せる関係”と捉えており、子ど

もの成長発達の促進のために、専門職者からの

“気兼ねない支援”を必要としていると推測で

きる。また、子育て支援に対する対応力への満

足においても療育支援を利用している養育者の

みに“情緒的サポート”があり、日常的にイン

フォーマルな関係が築かれていることが分かる。 

これまでに、効果的な子育て支援に必要とされ

る支援者の姿勢や資質には、子どもと養育者と

の関係構築（星・塩崎・向井・上垣内， 2014 ; 

多田，2017 ）、利用者の思いを理解する必要性

（丸谷，2016）、専門性担保のための取り組み

（村尾，2017）などの研究報告がある。また、

村尾による子育てニーズに応じた対応、他機関、

他施設、他団体などとの連携や協働についての

実践報告があり、今後の子育て支援ニーズへの

対応力の強化には専門職連携や協働の必要性も

視野に入れた、利用者と専門職者間との垣根を

超えた親密な支援が必要となることが伺え、A

自治体は対応力の強化を進めているといえる。 

（2）交流の強化 

交流に関して今回の調査では一部に、「孤独に

しているお母さんが多いのかな」という語りが

あった。これは、大日向（大日向，2005）が、

地域が崩壊し互いに暮らしを支え合うという相

互扶助機能が消失している、と報告した現代社

会の課題のひとつと重なる。交流については、

ソーシャルキャピタルの豊かさが精神的健康に

関係するという報告（斉藤・近藤・平井，2007 ; 

大賀・狩野・稲葉，2008）やソーシャルキャピ

タルが豊かな地域では住民の健康状態が良いと

いう報告（市田・吉川・平井・近藤・小林，2005 ; 

藤澤・濱野・小薮，2007）があり、子育てによ
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り健康が不調になりやすい子育て世代の交流に

ついても住民の健康状態を左右することが分か

る。その支援策として、拠点の利用促進方法の

検討について、広報活動によるものだけでなく、

寺村ら（寺村・伊藤, 2008）の相談員によるアウ

トリーチや今井ら（今井・伊藤，2017）の父親

を対象にしたプログラムを提供することが間口

を広げるといった支援報告があり、A 自治体は、

支援対象者を支援の場に呼び込み、交流のきっ

かけづくりを行うことが必要である。 

（3）安心安全対策の強化 

災害時はライフラインが途絶えると同時に、

情報共有しづらくなるために不安が生じる。実

践的な研究として大竹（大竹，2017）は、情報

共有、緊急時の対応や情報の一元化を日ごろか

ら行っていることが重要であることを報告して

いる。また、災害時は、養育者が少しでも安定

した精神状態でいることが、子どもの心理的安

定を導くと繁田ら（繁田・大野，2005）は報告

しており、A 自治体では、養育者が日ごろから

災害に備えた子どものケアができるように準備

し、子ども、そして養育者の両者が精神面での

安定をもたらすことができる支援が必要である

ことが示唆された。 

２．本研究の限界と問題点 

本研究の調査時期は、COVID-19 の自粛明け、

７月豪雨等の災害後であり、SS に関する子育て

ニーズの詳細をその時期の出来事にとらわれす

ぎない形で明らかにできたとは言えない。また、

今回のグループインタビューの対象者の選定に

ついては、属性などが偏らないよう、また、よ

り多彩な内容がバランスよく得られるよう配慮

した。しかし、質的研究は、量的研究と比較す

ると、対象の偏りがあり、その点は本研究方法

の限界と言える。 

方法論については、グループインタビュー法

の内的妥当性の 6つのかく乱要因（安梅，2001）

について、以下のように対応した。すなわち個

別背景の影響、相互作用によるメンバーの変化、

グループメンバーの偏り、ドロップアウトの問

題は、対象抽出を工夫するとともに、インタビ

ュアーの影響、インタビュアー自身の変化など

の要因は、経験を積んだインタビュアーがスー

パーバイズを受けつつ担当した。さらに分析に

おいては、プロセスを明示し複数の分析者が担

当することで、可能な限り妥当性のかく乱要因

の影響の度合いを少なくするように努めた。 

 今後、質的研究の妥当性と信頼性を保つため

には、フォローアップアンケートを実施し、デ

ータを評価したり（瀬畠・杉澤 2001）、量的研

究を組み合わせて比較するなどの方法を利用し

て、さらに検討する必要がある。 
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Qualitative examination of satisfaction and future needs in child-

rearing support 
 

  The purpose of this study was to qualitatively understand the need for child-rearing support 

related to social support for the child-rearing generation living in municipality A in the central 

region of Japan. Additionally, we classify social support by type and consider social support 

that meets the users’ needs. Focus group interviews were conducted with five groups of child -

rearing caregivers and caregivers who use nursing classes for residents of municipality A in 

the suburbs of the city. The participants included 21 women, aged 20－40; the mean age was 

36, with a standard deviation of 4.7. The survey assessed whether they were satisfied with 

the current child-rearing support and whether they needed child-rearing support. The results 

obtained from the group interviews were categorized, and the child-rearing support needs 

related to social support were extracted and analyzed. Satisfaction with current child-rearing 

support included that they were [attractive], [interactive], and [promoted safety and security 

measures]. Child-rearing support needs to include enhanced attractiveness, exchange, and 

safety and security measures. Additionally, only instrumental support was found to be 

required for nursing classroom non-user groups in terms of [enhanced attractiveness]. 

However, the caregiver group using the nursing classroom is required to have three types of 

support—informational, emotional, and instrumental. Caregivers who used the nursing 

classroom sought informational and emotional support compared to those who did not. 

Subsequently, they recognized the nursing classroom staff as “a compassionate partner.” They 

also needed professional support without constraints to promote the growth and development 

of their children. Further, it was found that caregivers have accepted the detailed concerns of 

children and the professional caregivers so far, and the importance of professional support 

without constraints through further interprofessional collaboration was considered.  

 


